
天候 天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多いでしょう。

向こう1か月
気温 平均気温は、高い確率60％です。

09/26～10/25
降水量 降水量は、近畿太平洋側で平年並または少ない確率ともに40％です。

日照時間 日照時間は、平年並または多い確率ともに40％です。

1週目
09/26～10/02

2週目
10/03～10/09

3～4週目
10/10～10/23

3～4週目は、高い確率50％です。
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気温 1週目は、高い確率60％です。

気温 2週目は、高い確率50％です。

気温
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病害虫発生予報 第 7 号 (10 月予報)  

 

和 歌 山 県 農 作 物 病 害 虫 防 除 所   

＜予報の概要＞  

作 物 名  病 害 虫 名  発 生 量  作 物 名  病 害 虫 名  発 生 量  

エ ン ド ウ  

 

褐 斑 病 、 褐 紋 病  

う ど ん こ 病  

つ る 枯 細 菌 病  

並  

並  

並  

カ ン キ ツ  果 実 腐 敗 病  

ミ カ ン ハ ダ ニ  

並  

や や 少  

ア ブ ラ ナ

科 野 菜  

コ ナ ガ  

 

や や 少  

 

カ キ  

 

 

 

 

炭 疽 病  

う ど ん こ 病  

円 星 落 葉 病  

角 斑 落 葉 病  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

並  

や や 少  

並  

並  

や や 少  

野 菜 ・ 花  

き 全 般  

 

ア ブ ラ ム シ 類  

ハ ダ ニ 類  

 

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

ハ ス モ ン ヨ ト ウ  

オ オ タ バ コ ガ  

や や 少  

県北部やや多 

県中部 やや少 

並  

並  

並  

並  

並  

果 樹 全 般  カ メ ム シ 類  多  

 

気象予報   
近 畿 地 方  1 か 月 予 報  (09/26～ 10/25)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こ う 1 か 月 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級 の 確 率  (％ )  
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日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量
近畿

太平洋側

10 30 60

40 40 20

20 40 40

低い（少ない） 平年並 高い（多い）



Ⅰ . 野菜・花き  

 

＜エンドウ＞  

 1. 褐 斑 病 、 褐 紋 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県中 部 の 露 地 栽培 エ ン ド ウ に お け る 9 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 0％  (平年 ：

発 生 ほ場 率 1％ 、発 病 葉 率 0.02％ ) で あ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  多湿 ほ 場 で 発 生し や す い の で 、 排 水を 良 く す る 。  

    ②  種子 伝 染 す る ので 、 発 生 ほ 場 で は 採種 し な い 。  

  

 2. う ど ん こ 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県中 部 の 露 地 栽培 エ ン ド ウ に お け る 9 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 0％  (平年  

     0％ ) で あ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  開花 期 ご ろ か ら発 生 す る 。 発 生 初 期よ り 防 除 を 行 う 。  

    ②  乾燥 条 件 が 続 くと 発 生 が 多 く な る 。  

 

 3. つ る 枯 細 菌 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県中 部 の 露 地 栽培 エ ン ド ウ に お け る 9 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 0％  (平年  

     0％ ) で あ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  本病 は 、 褐 斑 病、 褐 紋 病 と 葉 の 病 斑が 似 て い る の で 注 意す る 。 褐 斑 病 、

褐 紋 病が 日 光 に 透 か し て も不 透 明 で あ る の に 対し 、 本 病 は 光 が 透 けて 見 え

る こ とで 区 別 で き る 。  

    ②  防風 ネ ッ ト の 発病 抑 制 効 果 は 高 い 。  

    ③  種子 伝 染 す る ので 、 発 生 ほ 場 で は 採種 し な い 。  

 

＜アブラナ科野菜＞  

 1. コ ナ ガ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  フェ ロ モ ン ト ラッ プ に よ る 9 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀の 川 市 0 頭  (平

年 0 頭 ) 、 和 歌 山 市 1 頭  (平 年 13.1 頭 ) で あ った 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  薬剤 抵 抗 性 の 発達 を 遅 ら せ る た め に、 同 一 系 統 の 薬 剤 は連 用 し な い 。  

    ②  収穫 後 の 作 物 残さ が 発 生 源 に な り 、周 辺 の ほ 場 に 成 虫 が分 散 し て 発 生 が

多 く なる の で 、 収 穫 後 は 速や か に 残 さ を す き 込む 。  

 

＜野菜・花き全般＞  

 1. ア ブ ラ ム シ 類  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  



    ①  県北 部 の 露 地 栽培 ナ ス に お け る 9 月中 旬 の モ モ ア カ ア ブラ ム シ の 発 生 ほ

場 率 は 14％  (平 年 0％ ) 、生 息 葉 率 2.3％  (平 年 0％ )、 ワ タ ア ブ ラ ムシ の

発 生 ほ場 率 は 0％  (平 年 ： 発生 ほ 場 率 17％ 、 生 息葉 率 1.5％ ) で あ っ た。  

    ②  黄色 水 盤  (紀 の川 市 ) へ の 9 月 1～ 20 日 の 飛 来 数 は 17 頭  (平 年 85.8 頭 )

 であ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  シル バ ー マ ル チは 有 翅 虫 の 飛 来 防 止効 果 が あ る 。  

    ②  薬剤 抵 抗 性 の 発達 を 遅 ら せ る た め に、 同 一 系 統 の 薬 剤 は連 用 し な い 。 ネ

オ ニ コチ ノ イ ド 系 薬 剤 に 対す る 感 受 性 が 低 下 した ワ タ ア ブ ラ ム シ が認 め ら

れ て いる の で 注 意 す る 。  

 

 2. ハ ダ ニ 類  

   (1) 予 報内 容   発 生量  県 北 部  や や 多  

県 中 部  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 露 地 栽培 ナ ス に お け る 9 月中 旬 の カ ン ザ ワ ハ ダニ の 発 生 ほ 場 率

は 14％  (平 年 15％ ) 、 生 息葉 率 0.3％  (平 年 2.1％ ) 、 ナ ミハ ダ ニ の 発生

ほ 場 率 は 29％  (平 年 7％ ) 、 生 息 葉 率 4.9％  (平 年 1.3％ ) であ っ た 。  

    ②  県中 部 の 露 地 栽培 エ ン ド ウ に お け る 9 月 中 旬 の ハ ダ ニ 類の 発 生 ほ 場 率 は  

     0％  (平 年 ： 発 生ほ 場 率 27％ 、 生 息 株 率 9.5％ ) であ っ た 。  

    ③  10 月の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  薬剤 抵 抗 性 の 発達 を 遅 ら せ る た め に、 同 一 系 統 の 薬 剤 は連 用 し な い 。  

    ②  薬剤 散 布 に あ たっ て は 薬 液 が 葉 裏 に十 分 か か る よ う に 行う 。  

  

 3. ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 露 地 栽培 ナ ス に お け る 9 月中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 43％  (平 年 45

％ ) 、生 息 葉 率 3.0％  (平 年 10.7％ ) で あ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  促成 栽 培 ナ ス 等の 育 苗 は 発 生 ほ 場 の近 く で 行 わ な い 。 また 、 施 設 の 開 口

部 に 防虫 ネ ッ ト を 展 張 し 、成 虫 の 飛 び 込 み を 防ぐ 。  

    ②  薬剤 抵 抗 性 の 発達 を 遅 ら せ る た め に、 同 一 系 統 の 薬 剤 は連 用 し な い 。  

    ③  発生 が 多 い 場 合 は 4～ 5 日 間 隔 で 2 回以 上 、 薬 剤 を 散 布 する 。  

 

 4. ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 露 地 栽培 ナ ス に お け る 9 月中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年： 発 生

ほ 場 率 1％ 、 生 息葉 率 0.0％ ) で あ った 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  ミナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ に 準 ず る 。  

    ②  イチ ゴ で は ミ ツバ チ の 導 入 前 に 徹 底防 除 を 行 う 。  

 

 5. シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県中 部 の 露 地 栽培 エ ン ド ウ に お け る 9 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 20％  (平 年

38％ ) 、生 息 株 率 は 6.0％  (平年 10.1％ ) で あ った 。  

    ②  フェ ロ モ ン ト ラッ プ に よ る 9 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀の 川 市 187 頭  

(平年 79.9 頭 ) 、 御 坊 市 153 頭  (平 年 68.0 頭 ) で あ っ た 。  



   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  幼虫 が 中 ～ 老 齢期 に な る と 薬 剤 感 受性 が 著 し く 低 下 す るの で 、 若 齢 期  

(ふ化 幼 虫 の 集団 の 食 害 に よる 白 変 葉 が み ら れ たと き ) の 防 除 を 心 がけ

る 。  

    ②  薬剤 抵 抗 性 の 発達 を 遅 ら せ る た め に、 同 一 系 統 の 薬 剤 は連 用 し な い 。  

 

 6. ハ ス モ ン ヨ ト ウ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 露 地 栽培 ナ ス に お け る 9 月中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 14％  (平 年 26

％ ) 、生 息 葉 率 は 0.1％  (平 年 0.8％ ) であ っ た 。  

    ②  県中 部 の 露 地 栽培 エ ン ド ウ に お け る 9 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 20％  (平 年

20％ ) 、生 息 株 率 は 2.0％  (平年 3.3%) で あ っ た。  

    ③  フェ ロ モ ン ト ラッ プ に よ る 9 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀の 川 市 484 頭  

(平年 644 頭 ) 、和 歌 山 市 1,364 頭  (平 年 1,552 頭 ) 、御 坊 市 685 頭  (平

年 851 頭 ) で あ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  シロ イ チ モ ジ ヨト ウ に 準 ず る 。  

 

 7. オ オ タ バ コ ガ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県中 部 の 露 地 栽培 エ ン ド ウ に お け る 9 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 10％  (平 年

8％ ) 、 生 息 株率 は 5.0％  (平 年 1.0%) であ っ た 。  

    ②  フェ ロ モ ン ト ラッ プ に よ る 9 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀の 川 市 15 頭  (平

年 28.0 頭 ) 、御 坊 市 0 頭  (平 年 1.9 頭 ) 、 印 南 町 2 頭  (平 年 4.7 頭 ) で

あ っ た。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  幼虫 が 中 ～ 老 齢期 に な る と 薬 剤 感 受性 が 著 し く 低 下 す るの で 、 若 齢 期 の

防 除 を心 が け る 。  

 

 

Ⅱ . 果   樹  

 

＜カンキツ＞ 

 1. 果 実 腐 敗 病  (緑 か び 病 、 青 か び 病 )  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  10 月の気象予報による。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  樹上 の 発 病 果 や、 こ れ に 接 触 し て いる 果 実 は 速 や か に 除去 す る 。  

    ②  収穫 前 の 薬 剤 散布 を 励 行 す る 。  

③  果 実 は 丁 寧に 取 り 扱 い 、果 面 に 傷 を つ け な い。  

 

 2. ミ カ ン ハ ダ ニ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察ほ場 (有田 川 町 奥 ) にお け る 9 月中 旬 の 100 葉 あ た り雌 成 虫 数 は 、 無

防 除 区 3 頭 （ 平 年 5.5 頭） 、 慣 行 防 除 区 0 頭 （ 平 年 2.9 頭 ） で あ っ た。  

    ②  10 月の 気 象 予 報に よ る 。  



   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  ほ場 内 を 観 察 し、 発 生 の 増 加 が み られ る 場 合 は 薬 剤 散 布を 行 う 。 特 に 、

     9 月 に防 除 し て いな い ほ 場 で は 発 生 に注 意 す る 。  

    ②  薬剤 抵 抗 性 の 発達 を 遅 ら せ る た め 、同 一 系 統 の 薬 剤 は 年間 に 2 回 以 上 使

     用 し な い 。  

 

＜カ  キ＞  
 1. 炭 疽 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 「 富 有」 に お け る 9 月 中 旬の 発 生 ほ 場 率 は 20％  (平 年 25％ )、

発 病 果率 は 0.4％  (平 年 1.2％ ) で あ った 。  

    ②  10 月の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  発病 枝 や 発 病 果実 は 伝 染 源 に な る ため 、 ほ 場 内 を 巡 回 し、 見 つ け 次 第 除

去 し て適 切 に 処 分 す る 。  

    ②  発病 果 実 が み られ る ほ 場 や 降 雨 が 続く と 予 想 さ れ る 場 合は 薬 剤 防 除 を 行

う 。 また 、 台 風 が 接 近 す る場 合 は 事 前 に 薬 剤 を散 布 し 、 で き な か った 場 合

は 台 風通 過 後 速 や か に 散 布す る 。  

    ③  同一 系 統 の 薬 剤の 連 用 は 耐 性 菌 の 発生 を 助 長 す る の で 、複 数 系 統 の 薬 剤

の ロ ーテ ー シ ョ ン 散 布 を 行う 。  

    ④  軟弱 徒 長 し た 枝が 増 え な い よ う に 施肥 に よ る 窒 素 過 多 に注 意 す る と と も

に 、 強剪 定 を 控 え る 。 冬 季の 剪 定 時 に 病 斑 を 形成 し た 枝 を 除 去 す る。  

    ⑤  排水 不 良 ほ 場 、密 植 で 通 風 の 悪 い ほ場 は 発 病 し や す い ため 、 ほ 場 内 の 環

境 改 善に 努 め る 。  

 

 2. う ど ん こ 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 「 富 有」 に お け る 9 月 中 旬の 発 生 ほ 場 率 は 40％  (平 年 63％ ) 、

発 病 葉率 は 2.3％  (平 年 7.1％ ) で あ った 。   

    ②  10 月の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  病原 菌 は 葉 裏 の気 孔 か ら 侵 入 す る ので 、 葉 裏 に 丁 寧 に 薬液 を 散 布 す る 。  

    ②  秋季 に な り 気 温が 低 下 す る と 再 び 病勢 が 増 す の で 、 二 次伝 染 防 止 に 努 め

る 。  

 

 3. 円 星 落 葉 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 「 富 有」 に お け る 9 月 中 旬の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 7％ ) 、 発

病 葉 率 は 0％  (平 年 0.1％ ) であ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  樹勢 が 低 下 す ると 発 病 が 助 長 さ れ るた め 、 適 切 な 肥 培 管理 や 水 分 管 理 を

心 が け樹 勢 維 持 に 努 め る 。  

 

 4. 角 斑 落 葉 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 「 富 有」 に お け る 9 月 中 旬の 発 生 ほ 場 率 は 13％  (平 年 29％ ) 、

発 病 葉率 は 1.1％  (平 年 2.7％ ) で あ った 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  



    ①  樹勢 が 低 下 す ると 発 病 が 助 長 さ れ るた め 、 適 切 な 肥 培 管理 や 水 分 管 理 を

心 が け樹 勢 維 持 に 努 め る 。  

 

 5. フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 「 富 有」 に お け る 9 月 中 旬の 発 生 ほ 場 率 は 33％  (平 年 53％ ) 、

寄 生 果率 は 0.9％  (平 年 4.5％ ) で あ った 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  主に 果 実 と へ たの 間 隙 部 に 寄 生 し てい る の で 、 薬 液 が この 部 分 に か か る

よ う に丁 寧 に 散 布 す る 。  

 

＜果樹全般＞  

 1. カ メ ム シ 類  

   (1) 予 報内 容   発 生量  多  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の カ キ 「富 有 」 に お け る 9 月中 旬 の 果 実 の 被 害 ほ場 率 は 80％  (平

年 38％ ) 、被 害 果 率 は 14.3％  (平 年 7.1％ ) であ っ た 。  

    ②  紀の 川 市 粉 河 の予 察 灯 に よ る 9 月 1～ 20 日 の 誘殺 数 は 、 チャ バ ネ ア オ カ  

     メ ム シ が 1,019 頭  (前 年 6,622 頭 、 平 年 1,865 頭 ) 、 ツ ヤア オ カ メ ム シ が

2,505 頭  (前 年 1,603 頭 、 平 年 433 頭 ) 、 ク サ ギカ メ ム シ が 247 頭  (前 年

247 頭 、 平 年 165 頭 ) で あ った 。  

    ③  有田 川 町 奥 の 予察 灯 に よ る 9 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 チャ バ ネ ア オ カ メ

ム シ が 3,836 頭  (前 年 4,692 頭 、 平 年 998 頭 ) 、 ツ ヤ ア オカ メ ム シ が  

4,018 頭  (前 年 640 頭 、 平 年 323 頭 ) 、 ク サ ギ カメ ム シ が 78 頭 (前年 73 

頭 、 平 年 55 頭 ) で あ っ た 。  

    ④  みな べ 町 東 本 庄の 予 察 灯 に よ る 9 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数 は、 チ ャ バ ネ ア オ

      カメ ム シ が 4,994 頭  (前 年 1,871 頭 、 平 年 4,888 頭 ) 、ツ ヤ ア オ カメ ム

      シ が 15,189 頭  (前 年 1,634 頭 、 平 年 3,468 頭 ) 、 ク サ ギカ メ ム シ が 158

      頭  (前 年 148 頭 、 平 年 165 頭 ) で あ った 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  果樹 カ メ ム シ 類の 飛 来 時 期 ・ 量 は ほ場 間 差 が 大 き く 、 特に 山 林 隣 接 ほ 場

で は 早く か ら 被 害 が 出 や すい 。  

    ②  ほ場 内 で の 発 生及 び 被 害 状 況 を よ く観 察 し 、 防 除 は 発 生に 応 じ て 早 め に

行 う 。収 穫 が 近 い ほ 場 で は薬 剤 の 収 穫 前 日 数 に注 意 す る 。  

    ③  カキ で は 「 富 有」 、 カ ン キ ツ で は 収穫 時 期 の 早 い 極 早 生品 種 で 被 害 が 大

     き い 傾 向 が あ るた め 発 生 に 注 意 す る。  

    ④  台風 通 過 後 や 強風 後 に 一 時 的 に 飛 来が 多 く な る こ と が ある の で 、 ほ 場 内

で の 発生 に 注 意 す る 。  

    ⑤  今後 の 発 生 動 向に つ い て は 、 農 作 物病 害 虫 防 除 所 の 果 樹カ メ ム シ 情 報  

(https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/072000/d00216368/kajukame.html)や、 各

地 域 の振 興 局 農 業 水 産 振 興課 、 Ｊ Ａ 等 の 情 報 を参 考 に す る 。  

    ⑥  令 和 8 年 度 病 害虫 発 生 予 察 注 意 報 第 2 号  (令 和 8 年 8 月 31 日 発表 ) を 参

照 す る。  

 

 

 

 

 

 

 

 



  本情 報 は 、 下 記 の 方 法で も ご 覧 頂 け ま す 。  

 ○ 鳥 獣 害 対 策 課 ウ ェ ブ ペ ー ジ    <農作 物 病 害 虫防 除 所 >  

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/072000/d00216368.html 

 ○ 和 歌 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ    <わ か や ま 県 政 ニ ュー ス >  

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/ 

 

 ※ 詳し く は 、 農 作 物 病 害虫 防 除 所 の 各 担 当 まで お 願 い し ま す 。  

   水 稲 、 野 菜 、 花 き  

    本 所  (紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 )              TEL  07 36-6 4-23 00 

   カ ン キ ツ  

    有 田 川 駐 在  (有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 )          TEL  07 37-5 2-43 20 

   カ キ 、 モ モ  

    紀 の 川 駐 在  (紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 )  TEL  07 36-7 3-22 74 

   ウ メ  

    み な べ 駐 在  (み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 )      TEL  07 39-7 4-37 80 

 


